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1. はじめに
研究の背景として、SNSの投稿数や投稿頻

度が人の生活の満足度に繋がっているのかを
研究する。研究するSNSは1つに絞らず主に
全般で考える。
SNSはいろいろな人と関わることができること

に加え、生活での写真や現在の様子を投稿し
他のユーザーである友達に共有することが主
になっており、SNSが生活の一部になっている
のではないかと思いこの研究を思いついた。
「インスタ映え」というワードができ、SNSで映

えた写真を投稿するためにその場所に行った
り、ご飯を食べに行く人も多い。
研究の目的は投稿数、投稿頻度が生活満

足度に関係しているのか、人の環境や心境が
SNSに現れるのか調査する。

2．先行研究の分析

・SNSを使用してみての満足度は測れるのか

という研究。SNSレベルでの満足度分析とその

要因についてより深い理解を可能にする可能

性を示した。SNSはコミュニティ活動を把握しき

れているとは限らない。個人ごとに満足の基

準は異なることが予想されるためSNSレベル

での分析だけでは不十分である。SNSを使うこ

とで幸福感に影響を及ぼすとはならなかった。

3．研究方法

　学内の全学年対象に学生にアンケートを紙
アンケートで取る
　調査内容は次の通りとする。①利用している
SNS②SNS内で関わっている人について③利
用時間、投稿頻度④投稿内容⑤生活満足度
（学校、家族、友人、アルバイト）

4．結果と分析
　投稿頻度、投稿数は大きく生活満足度に関
係していない。「友人、自分」「日常の風景」を
よく投稿する人は満足度が高い傾向にあり、
「友人関係」の満足度で「不満」と回答する人
はいなかった。投稿内容と孤独の関係は「何も
投稿しない」と回答した人は「孤独を感じる」と
回答する人がいなかった。

5. 今後の課題
中学生、高校生では結果が異なるのか。ほと
んど投稿しない人のほうが多いことが想定外で

あった。今回扱ったSNS以外ではどうなのか
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